
問
題

１ 
十
四ぺｌ 
ジ

注
意
事
項

受験者は、左記注意事項
によ
る
こと。 それ以外
の注意事項は試験実施大
学の指
示による
こと。

一 、試験監督者
の
「始め。」の合図があ
るま
で、
この問題
冊子を
開いては
いけ
ません。

二、実施大学名、氏名、受験番号、受験科
目を平成
二十
六年度
「幼
稚園
・ 小学校教
員資
格認定試
験解答カ
ード」（以下、

う。） の指定された欄
に必ず
記入し
てＶださ
い。

三、受験番号、受験科
目を
マークし
てくだ
さい。                              

．－

ただし、受験科目
のマークに
ついては、
小学校
の相
に
マー
クし
てくだ
さい。

四
、
解
答
カ
ー
ド
の中
で特
に受
験
番
号
、
受
験
科
目
の欄
の記
入
及び
マー
ク
を間
進
え
る
と失
格
に
な
る
の
で注意
し
てく
だ
さ
い。 

五、解答は、す
べて解答カ
ード
の解答欄
に
マー
クで記
入してくださ
い。 問題冊子に答
えを書い
ても無効
です。

六、
マークは必ず鉛筆を使
用し
て、枠内
にきちんと記
入してくださ
い。

訂正す
る時は、消しゴ
ムで完全
に消
してくださ
い。 また、解答カ
ード
を曲げた
り折
ったりし
てはいけません。

解答カードが汚れた場合や折れ
てし
ま
った場合は、試験監督者
に解答
カード
の交換
を申し出
てくだ
さ
い。

七、
この試験
の解答時間は、
「始め。」の合
図があ
ってか
ら五〇
分です。

八
、
試
験
が
終
わ
るま
で、退
室
で
き
ませ
ん。

九
、
試
験
監
督
者
の
「や
め。」の合
図が
あ
った
ら、
直
ち
にや
め
て
くだ
さ
い。

十、下審き
には問題冊
子の余
白を使
用してくださ
い。

十
一、試験終
了後、問
題冊子を持ち帰
ってもかまいません。 

〔マーク例］ 

（よい例） ｅ 

一無

答
力
ｌ 
ド
i  い

平
成
二
十
六
年
度

小
学
校
教
員
資
格
認
定
試
験
’ ．   
．,

教
職
に
関
す
る
科
目
（II）

国    

語

◇Ｍ２ （ｌ２０－ｌ２） 



＊以下
の問
いにお
いて、
『小学校学習指導
要領
（国語）』とは
、
「『小学校学習指導
要領
（平成
二十
年三月、文部
科学省告
示第
二十七号）第
二章
第
１節
国語』」

を言う。                                              

．

問
一
次
の文は、
『小学校学習指導要領
（国語）』の
〔第
３学年
及び第
４学年〕の
「２ 
内容」にお
ける
一’Ａ 
話す
こと
・聞
くこと」の(2)に示され
ている言語活動例

であ
る。 文中
の空欄 ｌ

 から ｌ

 に入る語の組合せ
とし
て最
も適切な
ものを、後
のアから
ェの中か
ら
一つ選ん
で記号
で答えなさ
い。 

◇Ｍ２ （ｌ２０－１３） 

〔第
３学年及び
第
４学年〕

・ 出来事
の －

 や
調査
の報告を
した
り、
それ
らを聞いて 「
리

一 を述
べたりすること。

・ 学級全体
で話し合
って ］

 を
まとめた
り、意見
を述
べ合
つたりす
る
こと。     

・

・ 図表や絵、 
－

などから読
み取
った
ことを基
に話した
り、
聞いた．りす
る
こと。 

Ａ 

ァ
紹
介

イ
説
明

ウ
説
明

工
紹
介

意  感  意  感 Ｂ
見  想  見  想

ｃ
考
え

考
え

発
言

発
言

作  文  写  資 Ｄ
品  章  真  料



問二細 次の
文は
不学校
学習
指導要領
面語
二の
舞５ 
学年及
び
第６ 
学年
ｉ
2
内容
ｉ
おける
ｉ
書
くこ
と一の
（１） に示
されて
い
る内容で
ある
文中の
空

に
入る
・重．
I ｔロの
組
合せ
として
最も適切な
もの
を

１   後のアか
ら
工の
中か
ら
つ
選んで
記号で
答
えなさ
い

０ 

・考一えた
ことなどか
ら書
くことを決め、目的や意図に応じ
て、書
く事柄
を －

し、全体を見通し
て事柄を整
理す
ること。 

・ 事実と －

 、意
見などとを区別す
るとともに、目的や意
図に応
じ
て簡単に書
いた
り詳し・く書
いたりす
ること。

・ 表現
の効
果など
に
つい
て確
かめたり ］

 した
りす
る
こと。

, 書
いたも
のを発表し合
い、 
ｍ

 の仕方に着
国して助言し合
うこと。 

◇Ｍ２ （１２Ｇ－１４） 

Ａ 

ア
収
集

イ
調
査

ウ
調
査

工
収
集

考  感  考  感 Ｂ
え  想  え  想

検  比  評  工 Ｃ
討  較  価  夫

説  説  表  表 Ｄ
明  明  現  現



問
三 
－f小学校学習指導
要領
（国語）』におけ
る〔第
１学
年及び第
２学年〕の「２ 
内容」における
「Ｂ

のを、次
のアから
ェの中から
一 つ選ん
で記号
で答えなさ
い。  
・ 

書
く
こと
」の(2)
に
示さ
れ
て
い
る
言
語
活
動
例
に割

◇Ｍ２ （１２０－１５） 

工  ウ  イ   ア

伝
え
た
い
こと
を
簡
単
な
手
紙
に書
く
こと
。

紹介
した
いことをメ
モにまとめたり、文章
に書
いたりす
ること。

身近な
こと、想
像した
ことなどを基
に、詩を
つく
った
り、物語を書
いた
りす
ること。 

経験した
ことを報告す
る文章や観察した
ことを記録す
る文革などを書く
こと。 

問四
『小学校
学習指導要領
（国語）』におけ
る
〔第
５学年
及び
第
６学年〕の
「２ 
内容」の
「Ｃ 
読
む
こと」の(1)
に示され
ている指導
内容
とし
て正しくな
いも
の

を、次
のアから
ェの中から
一 つ選ん
で記号
で答えなさ
い。 

ア
目的に応じ
て、本や文章
を比
べて読む
など効果的
な読
み方を
工夫す
ること。 

’
님

,

 

、

イ
目的に応じ
て、文章
の内容を的確
に押
さえて要旨をと
らえたり
、事実
と感想、意見
など
との関係
を押
さえ、

する
こと。

ウ
本や文章を読ん
で考えた
ことを発表
し合い、自分
の考
えを広げ
たり深めたりす
る
こと。

工
文章を読ん
で考えた
ことを発表し合
い、
一 人
一人
の感
じ方
に
ついて違いのある
ことに気
付く
こと。 

自分の
考
えを明確にし
ながら読ん
だり－３ 



問五
次の
文は
不
学校学習指
導
要領
面語
二の
各学年に
おける
ｆ覆統的な言語文化と国
語の
特質に
関す
る事項
＿の
（1)の
テ
伝統的な言語文化に
関する事

項
」に
示
され
て
い
る内
容
で
あ
る
。 文
中
の
空細

で答
えなさ
い。 

に
入

１   １る
班1,1ロの
組
合せ
とし
て正しい
もの
を
後のア
か
らエ
の
中か
ら
つ
選ん
で
記号

◇Ｍ２ （１２０－１６） 

〔第
１学年
及び第
２学
年、ー

－ 
昔話
や神語
・伝承などの本や文章
の読
み聞かせを聞いたり、 
－

し合
った
りす
る
こと。

（第
３学年及び第
４学
年〕

Ｓ 
易しい文
語調の短歌や俳句に
ついて、 
ｍ

を思
い浮かぺたり、リズ
ムを感
じ取りながJら音読や暗
唱をしたりす
ること。

Ｓ 
長
い
間使
わ
れ
てき
た
ｍ

や慣
用
句
、
故
事
成
語
な
ど
の
意味
を
知
り
、
使
う
こと
。

〔第
５学年及び第
６学
年〕

９ 
親し
みやす
い古文や漢文、近代
以降
の文語調
の文章
に
つい
て、内
容
の大
体を知り、音
読す
る
こと。 

（イ） 
「ｌ 
Ｄ
につ
いて
解説し
た文
章
を読み
昔の
人の
ものの
見方や感じ
方を知るこ
と

４ 

Ａ 

ア
音
読

イ
発
表

ウ
朗
読

工
紹
介

場  情 情  場 Ｂ
面  最  量  面

ｃ
熟
語

こと
わざ

熱
語

こと
わざ

古 古  古  古 Ｄ
文  文  典  典



間六
『小学
校学
習指導
要領
（国語）』におけ
る各学年
の「２ 
内
容」の〔伝統的な
言語文化と国
語
の特質
に関す
る事項〕のうち、(1)
の「イ
言葉
の特徴やき
まり

に関す
る事項」に示され
ている指導事項
について、学年と事項
の組
合せとし
て正し
いも
のを、次
のアから
Hの中から
一 つ選ん
で記
号で答
えなさ
い。

ア
〔第
一学年
及び第
２学年〕１
文
の中
における主語と述語と
の関係に注意する
こと。

イ
〔第
３学年
及び第
４学年〕－
送り仮名や仮名造
いに注意し
て正しく書
く
こと。

ウ
〔第
３学年及び第
４学年〕－
日常よく使われ
る敬語
の使
い方に慣れ
ること。

工
〔第
５学
年及び第
６学年〕－
音節と文字と
の関係や、
アクセ
ントによ
る語
の意味
の違
いなど
に気付く
こと。 

◇Ｍ２ （ｌ２０－１７） 

問七
『小学
校学習指導要領
（国語）「 「第３ 
指導計画
の作成と内容
の取扱
い」の３の(2)に、教材選定
の際に配慮す
べき観点が十点
示されている。 次
のアか

ら
Ｉのうち、そ
の＋点に到

を
一つ選ん
で記号
で答えなさ
い。 

工  ウ   イ   ア
国語に対する関心を高め、 国語を導重す
る態度を育
てるのに役立
つこと。 

人間、社
会、自然など
に
ついての考えを深め
るのに役立
つこと。

生活を明
るくし、強く
正しく生き
る意志を育
てるのに役立
つこと。 

日
本人
としての
自
覚をもっ
て
国を
愛し
国家
社会の
発展を願う態度を育て
るのに
役立つこ
と



Ａ 

ア

意

欲

イ
意
欲

ウ
意
図

工
意
図

計  段  弹  調 Ｂ
画  階  力  和

３５  ３０  ３５  ３０   Ｃ 

描  指  学  学 Ｄ
導  導  習  習

第２
の各学年
の内容
の
「Ａ 
話す
こと
・ 聞くこと」に関す
る指導
に
ついては、 
－

的
、 
－

的に指導す
る機
会が得られ
るよう
に、第
１学

年及び
第
２学年
では年間
一

単位時間程度、第
３学年
及び第
４学年
では
年間30単位時
間程度、第
５学年及び第
６学
年
では年間筆
位時間程度
を

配当す
ること。 その際、音声言語
のた
めの教材を
活用す
るなど
して
－

の効
果を高
めるよう工夫する
こと。       

． 

間八
次
の文章は、
一「小学校学習指導
要領
（国語）ａ、
一「第
３ 
指導計
画の作成
と内容
の取扱
い」にお
いて、各
学年の
「２ 
内
容」の
ｆＡ 
話す
こと
・聞く
こと」に

関す
る指導
の在り方
に
ついて述
べた事項
１の(3)を抜粋
したも
のであ
る。 ＡからＤの空欄
に入る語
の組合
せとし
て正し
いも
のを、後
のアから
ェから
一つ

選ん
で記号
で答えなさ
い。                                     

． 
・－ 

◇Ｍ２ （１２０－１３） 



間九 
一一小学校
学習指導
要領
（国語）』の「第３ 
指
導計画
の作成と内容
の取扱
い」の
〔低統的な言語文化と国語
の特質
に関す
る事
項〕に示された漢字
の学習
に関

す
る内容
に
つい
て述
べたも
のとし
て最も適切なも
のを、次
のアから
ェの中から
一 つ選ん
で記号
で答えなさ
い。 

◇Ｍ２ （１２０－１９） 

ア
学年ご
とに配当
され
ている漢字は、当該学年
にお
いてのみ指導す
ることが
でき
る。

イ
当該学
年より後
の学年に配当され
ている漢字及び
それ以外
の漢字に
ついては、振り仮名を付け
るなど、

が
できる。

ウ
漢字
の指導
にお
いては、学年別漢字配当表
に示す漢字
の字体を連守す
ること。

工
漢
字の指導
は各学年
で行
い、年間
30単位時間程度を配当す
ること。 

児
童の
学習負担に
配
慮しつつ
提示
するこ
と

問十
一『小学校学習指
導要領解
説
国語編』（平成
二十年
八月、文部
科学省）「第
３章
各
学年
の一]一一標
と内容」の
「第
２節
第
３学年
及び
第
４学年」にお
いて、

〔伝統
的な言語文化と国語
の特質に関す
る事項〕の書
写に関す
る事項
に
ついて述
べられた内容
とし
てヨ

を、
次
のアから
ェの中か
ら
一 つ選ん

で
記号
で答
え
な
さ
い。                                                                 

’

’

－
１

 

’
 

７  －

ア
「漢字や仮名
の大きさ」とは、漢字と漢字、漢
宇と仮名、仮名と仮名
との相
互の
つり合
いから生
じる相
対的
な大きさ
のこと
であ．る。

イ
「配列に注意
し
て」とは、行
の中
心や行
と行と
の間、文字
と文
字と
の間が
そ
ろ
っているかなど文字
列及び複
数
の文字
列
に注意
し
てと
いう
こと
であ

る。
ウ
「形を整え
て書く」とは、
一 つの文字
の描成要素とな
る部分相
互が等間隔
であ
ること、左右対
称であ
る
こと、同
一方
向
であ
ることなど
を考
え
て書く

と
いう
こと
であ
る。

エ 
「書Ｖ速さを意識し
て」とは、書
く場面
の状況
や宇体
の特性
など
によ
って連
さが決
ま
ってくる
ことを意識す
る
こと
であ
る。 



問十

次の
文章を読んで
後の
問
いに
答えなさ
い

人の死
を
脳が死
ぬ
時
占
に
置くの
ならば

人の
生は
脳
がその
機
能を開始する時
古

とな

◇Ｍ２ （１２０－２０） 

る。 つまり
「脳始」である。 脳始
論に立
てば、明らか
に、受精卵はまだ
ヒト
ではな
い。 細胞分製が進
み、
その中か
ら神
経系
の初発段階
が形成さ
れ始
め

る
の
は
、
受精
後
お
よ
そ
二十
日前
後
の
こと
であ
る。 脳
の神
経
回路
細
が
構
築
さ
れ
、
脳
波
が
現
れ
る
のは
さ
ら
にず
っと
あ
と、
受精
後
二十
四
～
二十
七
週
の
でき

ご
と
である。いわゆる意識
が－
それがど
のようなも
のかは
ここではあえ
て深
入り
をしな
いけれど
脳の活動
の直接的
な産物とするなら－
生まれ
る

のは
このあとまもなく
の
ことだ
ろう。                                                                                

, 

「脳始」は －

 のしかたによ
っていくら
でもヒト
の生
の出発点
を先送り
しうる。 

一それは脳死と臓器移植
の関係と全く同じ
であ
る。 死んだと
－

した身体
から、まだ生きてい
る細胞

〔

し
う
る
こと
に
な
る。 

は
い     

、

ヒ
ト
の出
発
点
近
傍
に
も
存
立
し
う
る。 受
精
卵
お
よび
そ
れ
が
細
胞
分
製
し
て
でき
る
胚
が
、
脳始
以
前
の、
ま
だ
ヒト

そ
れ
は
単
な
る細
胞
の塊
に過ぎ
な
いと
みな
し
う
る。 そ
う
な
れ
ば
、
胚
を
再
生
医療
な
ど
の名
目
で
いＶ
ら
でも
利
用

념

－

 

’（福岡伸
一 『世界は分け
てもわからな
い』によ
る。） 

－８ －

本文中の
空
欄

「ｌ 
Ａ 
か
ら

ｎ  
Ｃ
に
入る言
葉の
組合
わせ
として
最も適当． なもの
を
次のアか
ら工の
中か
ら

つ
選んで
記
号で
答えなさい

Ａ 

ア
論
理

イ
論
理

ウ
倫

理

工

倫

理

対  対  対  対 Ｂ
称  照  称  照

互  要  整  － Ｃ
換  当  合  質



エ  ウ  イ   ア
胚
を
用
いた
先
端
医療
の恩
意
を受
け
て、
ヒト
の寿
命
は
飛躍
的
に
延び
て
いる。 

臓器移植や再生
医療
は、
ヒトの生
の時間を
両側
から切断
して縮めて
いる。 

受
精
卵
に
宿
る
ヒト
の意
識
と寿
命
と
の相
関
を
探
る
研究
が
、
推
進
さ
れ
て
いる
。 

脳
始
論
と
脳
死
論
は
、
と
も
に
ヒ
ト
の
生
の終
末
を
巡
る議
論
を
停滞
さ
せ
て
いる
。 

問十

問十
の
文
章の
内容に
合致するもの
を
次の
アか
ら工の
中か
ら

つ
選んで
記号で
答えなさい

工  ウ  イ  ア
定  補  批  応
義  足  判  用

問十二
問十
の
文章中の
空
欄口Ｄ 

か
ら「１ 
Ｆ
に
入る共通の
語は
何か

０ 

次の
アか
ら工の
中か
ら

つ
選んで
記号で
答えな
さ
い

◇ Ｍ２ （１２０－２１） 



問十
四

次の
文
章
を読んで
後の
問い
に
答えなさい

今は
音
竹
取の
翁とい
ふ
もの
ありけり
野山に
まじ
りて
竹を取りつつ
よろづのこ
とに
使ひ
けり０ 

名をば
さ
ぬ
きの
み
やつこ
となむい
ひける

◇Ｍ２ （ｌ２０－２２） 

Ａ

そ
の竹
の中
に、
も
と
光
る
竹
な
む
一 筋
あ
り
け
る
。 

최

。

 

あやし
が
りて
寄
りて
み
るに
筒の
中光りた
り

Ｂ

I

それを見れば、
三寸ば
かりな
る人、
いとう
つくし

ａ竹
取物語
』に
よる０ 

部表
記を
改めた
Ｊ 

右の
文
章
中の
傍線
部Ａ ー、ぁ
やし
が
りて
寄
りてみ
るに
二の口
語訳として
最も適切
な
もの
を
次の
アか
ら工の
中か
ら
つ
選んで
記
号で
答えなさい

エ  ウ   イ   ア

不
思議
に
思
って、
側
に
寄
って
み
ると
、

紛
ら
わ
し
い
の
で、
近
寄
って見
ると
、

不思議に思
って、集ま
って見たが、

紛
らわし
いので、側に寄
ってみたが、

１０ 



ｌl 

工  ウ   イ   ア
う
つくしく
て
へたり

う
つくしく
ていたり

う
っくし
ゅう
ていた
り

う
つくし
ゅう
て
へたり

問十五
問十
四の
文章中の
傍
線部Ｂ 
一：: 、つつ
くし
うて
ゐ
たり一の
現代
仮
名遺い
として
最
も適切なもの
を
アか
ら工の
中か
ら

つ
選んで
記号で
坡
공
ス
なさい

０Ｍ２ （１２０－２３） 



問十六
次の
文章を読んで
後の
問い
に
答
えなさい
なお
設問
の
都合で
送
り
仮
名を省略し
た

◇ Ｍ２ （１２０－２４） 

顔

国
雖

不
敏

請
事
斯
語
英

（注） 克一
打ち膀つ。     
複一
立ち返る。     
由一
基づく。      
目一
詳細。

回一
顔
淵
（孔
子
の弟
子）の名
。 こ
こ
では
顔
淵
が自
分
の
こ
と
を指
し
て
言
っ
てい
る
。      

不敏
一
賢
Ｖ
な
い
。 

右の
文章の
傍線
部Ａ 
原

ｌ一のこの
文章での
意味として
最も適
切
な
もの
を
次の
アか
ら工の
中か
ら
つ
選んで
記号で
答えなさい

１２ 

ア
急
ぐ

イ
進む

ウ
従
う

工

離
れ
る



問十七
問－ｌ一六の
文章
中の
傍
線
部Ｂ 
言
の
イ動
きとして
最も適切なもの
を
次のアか
ら工の
中か
ら
つ
選んで
記号で
答え
なさい

ア
再読
文字

イ
置き
字

ウ
反
語

工

比

況

く＞ Ｍ２ （ ｌ２０－２５） 

問
十
八
問
十
六
の文
章
中
の傍
線
部
Ｃ
－’同一離一二
不敏
一 諸
事
一斯
語
一 ・英
。」の
書
き
下
し
文
と
し
て最
も
適
切
な
も
の
を、
次
のア
か
ら
ェ
の中
か
ら
一 つ選
ん
で記
号
で答
え

なさ
い。 

ア
回
敏
ず
と離
も
、斯
の語
を諾
事
と
せ
ん
と
。

イ
回
と雖
も
不敏
な
り
と
、
斯
の語
を
事
と
せ
ん
と
請
ふ
。 

ウ
回
不敏
な
り
と離
も
、
請
ふ
斯
の語
を
事
と
せ
ん
と
。 

工
回
敏
あ
らず
と
雖
も
、
斯
の語
を
請
ふ
事
と
せ
ん
と
。 

１３ 



工  ウ  イ   ア
荷物が
多い
ので、
田中一
吉
田の二人を連れ
て行
った。 

試
強
の
成
續
を
見
て、
父
が
弟
にも
っと
勉
強
し
ろ－
言
った
。 

仕
事
が
早
く
終
わ
った
の
で、
妹一
買
い物
に行
った
。

寒
か
ったが、
マフラーー
帽子
で我慢した。 

１４ 

問
十
次の
傍
線部
ｌ

し ＿の
中には
要人とｌ 
図
書
館で
勉
強し
た

一の
ｉ ’  

ｉ
同じ
用法の
もの
が
ある
そ
れ
をアか
ら工の
中か
ら

つ
選んで
記号で
答
えなさい

工  ウ  イ   ア

「反応」を
「はんおう」ではなく
「はん
のう」と発音す
る。 

「山鳥」を
「やまとり」ではなく
ｆやまどり」と発音す
る。 

「食べるな」を
ｆたべんな」と発音す
る。

「草
（く
さ
）」の
〔 ｕ］ を
声
帯
を
震
わ
せ
ず
に
発
音
す
る
。 

問十
九

露
濁
一の
例として
最
も適
切
なもの
を
次のア
か
ら工の
中か
ら

つ
選んで
記号で
答
えなさ
い

０ Ｍ２ （ｌ２Ｇ－２６） 


